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一　

は
じ
め
に

本
書
は
、
近
代
移
行
期
か
ら
明
治
中
後
期
ま
で
の
山
口
県
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

近
代
産
業
の
勃
興
と
そ
の
担
い
手
で
あ
る
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
の
企
業

家
活
動
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
。

は
し
が
き

凡
例

序
章

第
一
章　

近
代
移
行
期
か
ら
明
治
中
期
に
お
け
る
山
口
県
経
済
の
動
向
と
企
業
勃
興

第
二
章　

明
治
前
半
期
の
山
口
県
域
に
お
け
る
士
族
授
産
企
業
の
設
立
と
展
開

第
三
章�　

旧
長
州
藩
士
笠
井
順
八
の
企
業
家
活
動
―
小
野
田
セ
メ
ン
ト
の
創
業
と

地
域
経
済
へ
の
関
与
―

第
四
章�　

明
治
期
地
方
企
業
家
の
成
長
と
事
業
展
開
―
旧
長
府
藩
士
豊
永
長
吉
を

事
例
と
し
て
―

第
五
章　

日
本
舎
密
製
造
会
社
の
事
業
展
開

第
六
章　

第
百
十
国
立
銀
行
の
創
業
と
地
域
金
融
の
展
開

補
論�　

近
代
企
業
の
創
成
と
持
続
的
成
長
へ
と
導
い
た
経
営
者
の
役
割
―
戦
前
期

の
小
野
田
セ
メ
ン
ト
を
事
例
と
し
て
―

終
章

巻
末
資
料

Ⅰ　

明
治
期
か
ら
大
正
期
に
お
け
る
山
口
県
内
の
資
本
金
上
位
企
業
の
変
遷

Ⅱ　

戦
前
期
の
山
口
県
内
に
本
店
を
置
く
銀
行
の
設
立
状
況

Ⅲ　

笠
井
順
八
年
譜

Ⅳ　

豊
永
長
吉
年
譜

参
考
文
献

あ
と
が
き

索
引

【
書
評
】 

畠
中
茂
朗
『
明
治
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
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―
旧
長
州
藩
士
が
担
っ
た
地
方
の
産
業
化
と
近
代
企
業
の
創
成
―
』

草
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二　

本
書
の
概
要

本
書
の
内
容
を
章
別
に
紹
介
す
る
（
巻
末
資
料
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
）。

序
章
で
は
、
本
書
の
目
的
と
し
て
明
治
期
の
「
我
が
国
が
資
本
主
義
的
な
経
済
発

展
を
遂
げ
工
業
化
し
て
い
く
過
程
で
、
西
洋
か
ら
移
植
さ
れ
た
近
代
産
業
に
着
目
し
、

近
代
産
業
の
担
い
手
と
な
る
企
業
家
の
果
た
し
た
役
割
を
通
じ
て
、
近
代
産
業
が
地

方
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
定
着
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
」（
一
頁
）
が
掲
げ
ら
れ
、
併
せ
て
企
業
家
の
定
義
が
示
さ
れ
る
（
四
頁
）。
続

い
て
経
済
発
展
と
企
業
家
の
関
係
、
す
な
わ
ち
企
業
家
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
？
ど

の
よ
う
な
社
会
階
層
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
登
場
し
た
の
か
、
と
い
う
従
来
の
研

究
で
必
ず
し
も
結
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い
企
業
家
の
出
自
問
題
に
対
し
て
、
旧
武
士

層
へ
注
目
し
て
再
検
討
を
試
み
る
意
図
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
一
章
で
は
、
幕
末
期
か
ら
明
治
維
新
後
の
長
州
・
山
口
県
経
済
の
動
向
が
検
討

さ
れ
る
。
幕
末
の
長
州
藩
は
塩
、
紙
、
米
の
生
産
な
ど
で
全
国
屈
指
の
経
済
力
を
有

し
た
が
、
明
治
以
降
は
近
代
産
業
へ
の
転
換
に
う
ま
く
対
応
で
き
ず
、
工
業
化
の
動

き
は
緩
慢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
旧
武
士
層
を
担
い
手
と
す
る
近
代
産
業
の
勃
興
が

み
ら
れ
始
め
、
貸
金
を
目
的
と
す
る
協
同
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
「
会
社
」

の
存
在
を
広
く
県
民
に
知
ら
し
め
、
山
口
県
に
お
け
る
企
業
形
態
の
先
導
的
役
割
を

果
た
す
。
そ
の
他
、
金
融
業
や
活
版
印
刷
業
な
ど
「
初
期
的
企
業
勃
興
」
が
確
認
さ

れ
る
。

第
二
章
で
は
明
治
初
年
か
ら
一
八
八
〇
年
代
半
ば
頃
に
お
け
る
士
族
授
産
企
業
の

動
向
と
企
業
組
織
の
形
成
過
程
（
と
く
に
株
式
会
社
組
織
の
企
業
）
が
検
討
さ
れ
る
。

本
書
で
は
最
も
代
表
的
な
説
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
大
塚
久
雄
の
見
解
に
な
ら
い
、

①
全
社
員
の
有
限
責
任
制
、
②
会
社
機
関
の
存
在
、
③
譲
渡
自
由
な
等
額
株
式
制
、

④
確
定
資
本
金
制
と
永
続
性
の
四
点
を
株
式
会
社
の
要
件
に
挙
げ
る
。

木
綿
聚
社
は
県
内
初
の
士
族
授
産
企
業
で
旧
萩
藩
士
族
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立

さ
れ
る
が
、
株
券
は
発
行
さ
れ
ず
、
有
限
責
任
の
規
定
も
な
い
。
豊
浦
士
族
就
産
会

社
は
困
窮
士
族
の
就
業
を
目
的
に
政
府
か
ら
勧
業
委
託
金
を
借
り
受
け
設
立
さ
れ
る
。

山
口
県
で
は
国
立
銀
行
と
し
て
第
百
三
国
立
銀
行
と
第
百
十
国
立
銀
行
の
二
行
が
設

立
さ
れ
る
が
、
前
者
は
旧
岩
国
藩
士
を
中
心
に
資
本
金
五
万
円
で
、
後
者
は
旧
山
口

藩
士
族
一
、五
四
四
名
の
金
禄
公
債
証
書
を
資
本
金
へ
転
化
し
設
立
さ
れ
た
。
両
行
は

山
口
県
で
上
記
要
件
を
備
え
た
最
初
の
株
式
会
社
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

殖
鱗
社
は
株
式
発
行
に
よ
り
資
本
金
三
、二
六
〇
円
を
調
達
し
て
設
立
さ
れ
た
。
資

本
金
制
、
株
式
の
譲
渡
自
由
性
、
会
社
機
関
の
存
在
は
確
認
さ
れ
る
が
、
有
限
責
任

制
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
殖
鱗
社
と
同
時
期
に
資
本
金
五
七
、一
五
〇
円
で
設
立
さ

れ
た
の
が
セ
メ
ン
ト
製
造
会
社
で
有
限
責
任
制
を
採
用
し
た
。
こ
の
二
社
の
違
い
に

つ
い
て
、
著
者
は
資
本
金
の
多
寡
が
有
限
責
任
制
の
採
用
に
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に

有
限
責
任
制
の
採
用
の
有
無
が
、
そ
の
後
の
社
命
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
指

摘
す
る
。

第
三
章
で
は
、
旧
長
州
藩
士
笠
井
順
八
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
小
野
田
セ
メ
ン
ト

の
創
業
過
程
と
明
治
期
の
経
営
状
況
が
分
析
さ
れ
る
。
併
せ
て
、
笠
井
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
小
野
田
銀
行
、
小
野
田
軽
便
鉄
道
の
設
立
・
展
開
過
程
が
検
討
さ
れ
る
。

笠
井
は
長
州
藩
士
有
田
甚
平
の
三
男
に
生
ま
れ
、
の
ち
に
笠
井
英
之
進
の
養
子
と

な
る
。
藩
校
明
倫
館
に
学
び
、
そ
の
後
、
藩
に
仕
え
、
御
蔵
元
元
締
役
な
ど
会
計
方

面
の
要
職
を
歴
任
す
る
。
明
治
維
新
後
は
山
口
県
の
勧
業
局
長
と
し
て
勧
業
政
策
を

担
当
す
る
が
、
一
八
七
四
年
に
修
補
米
金
の
利
用
法
を
め
ぐ
っ
て
木
戸
孝
允
と
対
立

し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
官
吏
を
辞
職
し
て
独
立
で
の
殖
産
興
業
を
模
索
し
て
い
く
。

一
八
七
五
年
、
笠
井
は
新
築
さ
れ
た
協
同
会
社
の
倉
庫
を
見
学
し
た
際
、
石
と
石
を
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つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
セ
メ
ン
ト
に
出
会
い
、
大
き
な
関
心
を
抱
く
。
士
族
授
産
の
途
を

拓
く
方
法
に
セ
メ
ン
ト
事
業
が
最
も
適
当
と
考
え
、
井
上
馨
の
強
い
勧
奨
と
支
援
も

あ
り
、
一
八
八
一
年
、
日
本
初
の
民
間
の
セ
メ
ン
ト
製
造
会
社
（
後
の
小
野
田
セ
メ

ン
ト
。
現
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
）
を
設
立
し
、
初
代
社
長
に
就
任
す
る
。
創

業
資
金
は
政
府
か
ら
二
五
、〇
〇
〇
円
を
借
り
入
れ
、
不
足
分
は
金
禄
公
債
証
書
等
の

出
資
に
よ
る
株
式
発
行
に
よ
っ
て
調
達
し
た
。
一
八
八
二
年
、
工
場
建
設
に
着
手
し
、

小
野
田
を
建
設
地
に
選
ぶ
。
理
由
は
廉
価
な
土
地
代
に
加
え
、
地
元
の
石
炭
・
粘
土

な
ど
の
原
料
調
達
や
製
品
の
輸
送
に
便
利
な
地
と
考
え
た
た
め
で
あ
っ
た
。
創
業
後

は
第
百
十
国
立
銀
行
や
山
口
県
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
、
設
備
投
資
や
運
転
資
金
に

活
用
し
た
。
セ
メ
ン
ト
の
主
要
な
出
荷
先
は
軍
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
工
場
建
設
、
炭

鉱
な
ど
で
着
実
に
生
産
高
は
増
加
し
た
が
、
こ
の
全
国
企
業
へ
と
成
長
す
る
過
程
で

笠
井
の
地
方
企
業
家
と
し
て
の
限
界
が
露
呈
す
る
。
一
九
〇
一
年
、
笠
井
は
宗
像
事

件
と
販
売
不
振
に
よ
る
経
営
危
機
の
責
任
を
と
り
辞
任
す
る
。

そ
の
後
、
笠
井
は
小
野
田
銀
行
の
経
営
に
心
血
を
注
ぐ
。
同
行
は
地
域
の
有
志
が

笠
井
に
設
立
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
小
野
田
軽
便
鉄
道
は
、
晩
年
の
笠
井
が

設
立
か
ら
創
業
初
期
の
数
年
間
を
専
務
取
締
役
と
し
て
関
与
し
た
会
社
で
、
小
野
田

セ
メ
ン
ト
の
輸
送
や
地
域
住
民
の
交
通
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評

価
さ
れ
る
。

第
四
章
で
は
、
著
者
が
本
書
で
「
最
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
高
い
」（
三
一
二

頁
）
と
述
べ
る
旧
長
府
藩
士
・
豊
永
長
吉
の
企
業
家
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
豊

永
は
一
八
三
一
年
、
長
府
藩
の
下
級
武
士
下
村
又
三
郎
の
三
男
に
生
ま
れ
、
一
八
五

三
年
、
印
藤
家
の
養
子
と
な
り
、
幕
末
期
は
下
関
の
防
備
や
報
国
隊
な
ど
で
活
動
す

る
。
一
八
六
六
年
に
東
豊
浦
郡
代
と
な
り
、
赤
間
関
の
有
力
商
人
ら
と
の
繋
が
り
を

得
る
。
一
八
七
一
年
、
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
、「
思
ひ
切
つ
て
両
刀
を
投
出
し
て
、

自
分
は
実
業
界
に
入
る
と
い
ふ
決
心
」（
一
三
三
頁
）
を
し
て
、
名
も
商
人
風
に
豊
永

長
吉
と
改
め
る
。
下
関
に
転
居
し
、
塩
問
屋
を
設
立
す
る
が
、
そ
の
事
業
資
金
の
捻

出
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
経
済
的
な
素
養
を
見
込
ま
れ
た
豊
永
が
旧
藩
士
の
内
命
を

受
け
、
二
万
円
と
宇
部
塩
田
の
預
託
を
受
け
て
企
業
家
活
動
を
展
開
し
た
と
推
察
」

（
一
三
四
頁
）
す
る
。
塩
問
屋
経
営
の
一
方
、
豊
永
は
地
元
・
下
関
の
商
業
活
動
に
お

い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
米
取
引
に
関
連
し
て
「
赤
間
関
米
商
会
所
」
の
設
立
に

関
与
す
る
。
こ
れ
は
豊
永
と
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
で
あ
る
地
元
・
下
関
の
商
人
た

ち
の
出
資
や
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
。

次
に
、
豊
永
は
国
立
銀
行
に
代
わ
る
金
融
機
関
と
し
て
豊
永
組
を
設
立
す
る
。
資

本
金
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
長
府
藩
士
族
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ
、「
豊
永
と
は
藩
政
期
以
来

の
地
縁
・
血
縁
で
結
ば
れ
た
『
顔
の
見
え
る
関
係
』」（
一
四
〇
頁
）
に
よ
り
企
業
化

に
成
功
し
た
。
続
い
て
、
門
司
築
港
の
計
画
・
設
立
に
関
与
す
る
。
こ
の
計
画
は
官

民
双
方
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
豊
永
は
地
元
の
実
質
的
な
代
表
と
し
て
関
与
す
る
。
港

湾
整
備
と
い
う
事
業
内
容
の
重
要
性
と
資
本
金
二
五
万
円
と
い
う
規
模
か
ら
渋
沢
、

大
倉
、
安
田
、
浅
野
と
い
っ
た
中
央
財
界
の
大
物
ら
が
大
株
主
と
し
て
出
資
す
る
が
、

豊
永
は
こ
こ
で
そ
れ
ら
の
人
物
と
の
縁
を
得
て
、
地
方
に
お
け
る
大
規
模
事
業
の
実

現
可
能
性
を
学
ぶ
。
築
港
会
社
の
設
立
と
前
後
し
て
、
豊
永
の
企
業
家
活
動
の
な
か

で
最
も
重
要
な
企
業
と
な
る
日
本
舎
密
製
造
会
社
の
成
立
が
計
画
さ
れ
る
。
豊
永
は

品
川
弥
二
郎
か
ら
化
学
工
業
の
状
況
を
教
え
ら
れ
、
日
本
舎
密
の
設
立
を
思
い
つ
く
。

豊
永
は
山
口
県
だ
け
で
五
〇
万
と
見
積
も
ら
れ
た
資
本
金
の
調
達
は
困
難
だ
と
考
え
、

東
京
で
の
会
社
設
立
を
計
画
し
、
東
京
、
大
阪
、
神
奈
川
な
ど
県
外
か
ら
資
金
を
広

く
調
達
す
る
。
本
社
を
東
京
に
置
き
、
工
場
を
山
口
県
に
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、

近
代
産
業
と
し
て
の
化
学
工
業
が
山
口
県
に
定
着
す
る
契
機
と
な
る
。

第
五
章
で
は
前
章
に
続
き
日
本
舎
密
製
造
会
社
の
事
業
展
開
と
豊
永
の
同
社
で
果
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た
し
た
役
割
が
考
察
さ
れ
る
。
舎せ

い

密み

と
は
化
学
の
こ
と
で
硫
酸
と
ソ
ー
ダ
類
の
製
造

会
社
で
あ
る
。
工
場
は
ソ
ー
ダ
の
主
要
原
料
で
あ
る
塩
の
調
達
と
そ
の
販
売
先
を
念

頭
に
置
き
小
野
田
に
決
定
し
た
。
日
本
舎
密
と
密
接
な
関
係
の
も
と
に
千
寿
製
紙
が

設
立
さ
れ
る
。「
二
社
の
工
場
の
位
置
を
、
海
を
隔
て
て
近
接
す
る
小
野
田
と
小
倉
に

建
設
し
船
舶
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ソ
ー
ダ
等
の
原
材
料
の
入
手
を
容
易
」
に
し
、

さ
ら
に
「
両
社
の
製
品
を
海
外
へ
輸
出
す
る
」（
一
八
一
頁
）
こ
と
が
構
想
さ
れ
た
。

一
八
九
二
年
、
豊
永
は
第
二
代
社
長
と
な
り
、
本
社
を
赤
間
関
市
に
移
転
さ
せ
て

同
社
の
経
営
に
深
く
関
与
し
て
い
く
。
し
か
し
、
小
野
田
工
場
の
火
災
、
日
清
戦
後

の
業
績
不
振
な
ど
苦
し
い
経
営
状
況
が
続
く
。
豊
永
は
積
立
金
の
割
合
を
引
き
下
げ

る
一
方
、
株
主
に
は
配
当
の
割
合
を
引
き
上
げ
る
対
応
を
採
る
。
経
営
改
革
の
断
行

と
住
友
銀
行
か
ら
の
短
期
借
り
入
れ
な
ど
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
く
。
豊
永

は
品
川
弥
二
郎
な
ど
か
ら
の
強
力
な
支
援
を
受
け
つ
つ
、
同
社
を
大
企
業
へ
発
展
さ

せ
て
い
く
。

第
六
章
で
は
、
山
口
県
に
設
立
さ
れ
た
第
百
十
国
立
銀
行
の
創
業
経
緯
と
同
行
を

中
核
と
し
た
地
域
金
融
の
展
開
過
程
が
考
察
さ
れ
る
。
ま
ず
、
国
立
銀
行
の
全
国
的

な
動
向
を
俯
瞰
し
、
地
域
的
に
も
設
立
行
数
や
資
本
金
額
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
隔

た
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
次
に
、
個
別
事
例
と
し
て
第
百
十
国
立
銀
行

の
創
業
経
緯
、
設
立
過
程
、
株
主
の
特
徴
、
業
務
運
営
体
制
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
。

山
口
県
で
は
一
八
七
六
年
に
各
地
の
士
族
代
表
者
を
集
め
て
「
就
産
会
議
」
を
開
催

し
、
士
族
授
産
に
よ
る
国
立
銀
行
の
設
立
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
る
。
当
初
、
資
本

金
は
巨
額
な
百
万
円
で
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
著
者
は
「
山

口
県
（
長
州
）
で
は
薩
摩
に
対
す
る
優
越
性
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
た
」（
二
〇
一

頁
）
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
大
蔵
省
で
の
協
議
の
結
果
、
減
額
さ
れ
て
六
〇
万

円
と
な
る
。

山
口
県
で
は
旧
藩
意
識
も
作
用
し
て
、
旧
萩
藩
士
・
旧
徳
山
藩
士
ら
は
第
百
十
国

立
銀
行
、
旧
岩
国
藩
士
は
第
百
三
国
立
銀
行
、
旧
長
府
藩
士
（
と
清
末
藩
）
は
豊
永

組
を
そ
れ
ぞ
れ
設
立
す
る
。
銀
行
券
の
発
行
と
流
通
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
「
武
士
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
紙
幣
（
藩
札
）」
が
流
通
し
、
通
貨
と
し
て
機
能
し
て
い
た
事
実

を
ふ
ま
え
、
そ
の
「
士
族
に
下
付
さ
れ
た
金
禄
公
債
を
担
保
と
し
た
紙
幣
で
あ
り
、

強
制
通
用
力
と
と
も
に
こ
う
し
た
士
族
が
発
行
す
る
紙
幣
で
あ
る
国
立
銀
行
券
で
あ

る
が
故
に
信
認
と
紙
幣
と
し
て
の
価
値
を
得
て
、
山
口
県
内
で
は
二
つ
の
国
立
銀
行

の
紙
幣
が
流
通
し
て
い
た
」（
二
二
〇
頁
）
と
評
価
さ
れ
る
。
銀
行
制
度
は
「
近
世
の

藩
札
と
近
代
の
銀
行
券
が
旧
武
士
層
を
媒
介
と
し
て
、
断
絶
で
は
な
く
連
続
す
る
こ

と
で
可
能
と
な
っ
た
」（
二
三
四
頁
）
と
指
摘
し
、
近
代
移
行
期
に
お
け
る
旧
武
士
層

の
存
在
意
義
と
そ
の
役
割
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
立
銀
行
の
歴
史

的
評
価
は
「
金
貸
し
会
社
的
な
性
質
」「
商
人
や
地
主
の
資
産
増
殖
機
関
」（
一
八
九

頁
）
な
ど
低
い
評
価
が
あ
る
一
方
、
著
者
は
「
士
族
・
商
人
等
へ
の
貸
し
出
し
や
預

金
、
見
島
島
民
へ
の
融
資
と
い
っ
た
事
例
」
を
挙
げ
つ
つ
、「
地
域
社
会
の
振
興
や
産

業
資
金
の
創
出
と
い
っ
た
面
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」（
二
三
四

頁
）
と
高
く
評
価
さ
れ
る
。

補
論
で
は
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
の
創
業
期
か
ら
大
正
期
ま
で
の
経
営
者
の
役
割

（
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
対
象
は
笠
井
順
八
、
河
北
勘

七
、
福
原
栄
太
郎
、
笠
井
真
三
の
四
名
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
同
社
創
業
時
か
ら
の
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
特
色
と
し
て
「
元
老
井
上
馨
が
影
響
力
」
を
持
ち
、「
同
社
の

経
営
ト
ッ
プ
よ
り
も
大
き
な
発
言
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
」（
二
四
六
頁
）
が
指
摘
さ

れ
る
。

笠
井
は
ド
メ
イ
ン
（
企
業
の
事
業
領
域
）
を
「
粘
土
と
石
灰
と
い
う
原
材
料
を
活

用
し
て
、
セ
メ
ン
ト
と
い
う
付
加
価
値
を
生
む
商
品
に
変
換
し
、
そ
れ
を
生
産
し
て



― 187 ―

社
会
に
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
」（
二
四
七
頁
）
に
設
定
し
、
経
営
を
軌
道
に
乗
せ

た
。
し
か
し
、
宗
像
事
件
と
販
売
不
振
に
よ
る
経
営
危
機
の
責
任
を
と
り
退
陣
す
る
。

同
社
再
建
を
託
さ
れ
た
河
北
は
、
三
井
と
締
結
さ
れ
た
一
手
販
売
契
約
に
よ
り
、
販

売
を
三
井
物
産
に
委
ね
、
小
野
田
セ
メ
ン
ト
を
セ
メ
ン
ト
の
製
造
の
み
に
経
営
資
源

（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
な
ど
）
を
集
中
さ
せ
る
組
織
へ
変
容
さ
せ
る
。
次
い
で
専
務
取

締
役
に
就
い
た
三
井
物
産
出
身
の
福
原
は
、
三
井
と
の
関
係
を
さ
ら
に
強
化
し
、
海

外
進
出
を
本
格
化
さ
せ
る
。
笠
井
真
三
は
「
良
品
多
産
」
を
掲
げ
て
セ
メ
ン
ト
の
製

造
と
改
良
に
力
を
入
れ
、
企
業
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
四
名
は
す
べ
て

「
旧
長
州
藩
士
の
血
脈
に
つ
な
が
る
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
は
旧
藩
へ
の
思
い
も
こ
と
の

ほ
か
強
い
も
の
が
あ
」
り
、
そ
れ
故
、
地
元
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
「
近
代
企
業
か
ら

大
企
業
へ
と
飛
躍
」（
二
六
〇
頁
）
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
、
と
著
者
は
評
価
す

る
。終

章
で
は
、
本
書
の
総
括
と
し
て
「
山
口
県
域
の
近
代
産
業
の
勃
興
は
旧
武
士
層

が
個
別
企
業
の
企
業
家
の
中
心
と
な
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
」（
二
六
五
頁
）
こ
と
が
改

め
て
強
調
さ
れ
、
そ
の
再
評
価
が
試
み
ら
れ
る
。
山
口
県
に
お
い
て
は
「
旧
長
州
藩

出
身
の
藩
閥
政
府
要
人
と
の
関
係
は
他
地
域
と
比
較
し
て
も
優
位
」（
二
六
六
頁
）
な

立
場
に
あ
り
、「
長
州
閥
と
い
う
中
央
政
府
と
の
人
脈
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
元
に
と

ど
ま
っ
た
旧
武
士
層
を
中
心
と
し
た
『
地
域
の
主
体
性
』」（
二
六
八
頁
）
に
よ
っ
て

産
業
化
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
か
ら
著
者
は
「
初
期
的
企
業
勃
興
」
期
に
お
け
る
旧
武

士
層
の
役
割
を
高
く
評
価
し
、
明
治
前
半
期
を
「
旧
武
士
層
に
よ
る
企
業
家
の
時
代
」

と
位
置
づ
け
る
。
し
か
し
、「
第
二
次
企
業
勃
興
期
頃
に
な
る
と
、
も
は
や
旧
武
士
層

や
商
人
・
農
民
と
い
っ
た
企
業
家
の
出
自
を
問
う
こ
と
の
意
味
が
、
次
第
に
希
薄
な

も
の
へ
と
変
容
」
し
、「
旧
武
士
層
に
よ
る
企
業
家
の
時
代
」（
二
六
八
頁
）
は
終
焉

し
た
と
さ
れ
る
。

本
書
の
中
心
を
な
す
笠
井
と
豊
永
に
つ
い
て
は
、
地
方
企
業
家
の
二
類
型
が
提
示

さ
れ
、
笠
井
は
「
地
域
振
興
型
地
方
企
業
家
」、
豊
永
は
「
経
営
者
型
地
方
企
業
家
」

に
類
型
化
さ
れ
る
（
二
七
一
頁
）。
そ
し
て
、「
笠
井
や
豊
永
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
に

散
在
し
た
士
族
層
の
厚
い
堆
積
こ
そ
が
、
工
業
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の
労
働
力
で

あ
る
人
的
資
源
と
し
て
、
そ
の
推
進
力
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
」（
二
七
一

頁
）
と
結
論
が
導
か
れ
る
。

三　

本
書
の
意
義
と
若
干
の
疑
問

本
書
は
こ
れ
ま
で
の
学
説
・
研
究
を
丁
寧
に
サ
ー
ベ
イ
し
な
が
ら
、
分
析
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
史
実
を
そ
れ
ら
の
研
究
史
に
位
置
づ
け
て
い
く
。
そ
う
し
て
纏
め
ら
れ

た
本
書
の
意
義
を
ま
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。

第
一
の
意
義
は
「
我
が
国
の
近
代
化
の
過
程
で
そ
の
土
台
作
り
を
担
っ
た
士
族
の

役
割
」（
二
七
一
頁
）
に
つ
い
て
、
そ
の
再
評
価
の
必
要
性
を
強
く
提
起
し
た
こ
と
で

あ
る
。
近
年
、
日
本
史
学
の
分
野
に
お
い
て
、
大
名
や
武
士
は
い
か
に
近
代
社
会
へ

転
生
し
た
の
か
、
と
い
う
論
点
か
ら
華
族
と
士
族
の
問
い
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
武
士
を
当
時
の
知
識
人
階
級
で
、
新
産
業
導
入
の
必
要
性
・
有
効
性
を
理

解
し
、
秩
禄
処
分
に
よ
っ
て
「
資
本
」
と
な
り
う
る
金
融
資
産
を
手
に
し
た
階
層
と

位
置
づ
け
る
（
二
六
六
～
二
六
七
頁
）。
本
書
の
明
ら
か
に
し
た
事
例
は
、
こ
れ
か
ら

の
士
族
研
究
に
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。

第
二
に
、
従
来
の
企
業
勃
興
研
究
は
第
一
次
企
業
勃
興
、
第
二
次
企
業
勃
興
に
関

心
を
集
中
さ
せ
て
き
た
が
、
本
書
は
「
初
期
的
企
業
勃
興
」
を
実
証
分
析
の
射
程
に
組

み
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
分
析
は
資
料
的
制
約
も
あ
り
困
難
を
伴
う
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
著
者
は
果
敢
に
挑
戦
し
、
多
く
の
貴
重
な
史
実
を
発
掘
し
た
。
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第
三
に
、
明
治
期
山
口
県
の
地
方
企
業
お
よ
び
地
方
企
業
家
に
光
を
当
て
、
と
く

に
士
族
授
産
と
小
野
田
セ
メ
ン
ト
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
笠

井
順
八
と
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
豊
永
長
吉
の
生
涯
と
企
業
家
活

動
を
丹
念
に
実
証
し
た
こ
と
で
あ
る
。
経
営
史
や
経
済
史
の
分
野
に
お
い
て
、
こ
の

功
績
は
と
て
も
大
き
い
。

次
に
若
干
の
疑
問
を
述
べ
た
い
。
第
一
に
株
式
会
社
の
「
有
限
責
任
」
規
定
に
つ

い
て
。
株
式
会
社
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
、
当
然
、
全
社
員
の
有
限
責
任
制
、
会

社
機
関
の
存
在
、
譲
渡
自
由
な
等
額
株
式
制
、
確
定
資
本
金
制
と
永
続
性
は
重
要
で

あ
る
。
加
え
て
、
評
者
は
①
株
式
を
出
資
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
、
②
資
本
金
（
出

資
金
）
を
同
一
額
面
の
証
券
に
分
割
し
て
い
る
か
、
③
株
主
の
有
限
責
任
を
正
し
く

理
解
し
て
い
る
か
、
と
い
う
三
点
は
株
式
会
社
と
い
う
企
業
形
態
の
本
質
に
照
ら
し

て
と
て
も
重
要
な
問
題
と
考
え
て
い
る
。
と
く
に
③
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
も
「
理

解
の
難
し
い
有
限
責
任
制
」（
六
一
頁
）
と
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
係
し
て
、「
初

期
的
企
業
勃
興
」
期
の
一
社
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
製
造
会
社
の
定
款
に
「
是
則
チ
株
主

中
ノ
責
任
タ
ル
所
以
ナ
リ
」（
六
八
頁
）
と
あ
り
、
株
主
に
責
任
が
あ
る
と
は
読
め
る

が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
有
限
責
任
と
ま
で
読
め
る
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
前
記
の
疑
問
と
重
な
る
が
笠
井
と
会
社
設
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
。
本
書
で
は
「
笠
井
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
『
会
社
』
の
こ
と
を
知
り
、
会
社

規
則
を
作
成
し
た
の
か
が
分
か
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
…
…
各
府
県
に
配

布
さ
れ
た
『
会
社
弁
』（
福
地
源
一
郎
訳
）
と
『
立
会
略
則
』（
渋
沢
栄
一
著
）
の
二

冊
の
啓
蒙
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
…
…
県
の
官
吏
で
あ
っ
た
笠
井
も
こ
の
二
冊
を

目
に
し
て
参
考
に
し
た
に
違
い
な
い
…
…
井
上
か
ら
の
示
唆
や
笠
井
自
身
の
見
聞
（
お

そ
ら
く
『
協
同
会
社
』
の
経
営
形
態
）
な
ど
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
小
野
田
セ
メ
ン

ト
の
経
営
組
織
が
生
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
間
違
い
あ
る
ま
い
」（
一
二
二
頁
）
と
指

摘
が
あ
る
。
し
か
し
、『
会
社
弁
』
は
銀
行
に
つ
い
て
、『
立
会
略
則
』
は
通
商
会
社

と
為
替
会
社
の
業
務
方
法
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
手
引
書
で
あ
り
、
共
同
事
業
の
重

要
性
、
会
社
の
組
織
構
造
、
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
記
述
は
あ
る
が
、
両
書
と
も

有
限
責
任
に
関
す
る
記
述
は
無
い
。『
立
会
略
則
』
に
は
「
商
社
に
収
納
す
る
利
潤
ハ

出
金
の
多
寡
に
応
し
て
之
を
分
配
す
へ
し
又
天
災
地
異
非
常
の
変
事
に
よ
り
損
失
あ

る
時
も
同
様
た
る
へ
し
」
と
あ
る
だ
け
で
、
有
限
責
任
に
つ
い
て
と
く
に
意
識
は
さ

れ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
明
治
前
期
に
お
い
て
有
限
責
任
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
難
題
を
笠
井

は
「
井
上
か
ら
の
示
唆
」（
一
二
二
頁
）
で
解
決
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
誤
解
を
恐
れ

ず
に
言
え
ば
、「
初
期
的
企
業
勃
興
」
の
成
否
は
、「
顔
の
見
え
る
関
係
」
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
井
上
の
よ
う
な
中
央
政
界
要
人
と
の
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
有
無
が

決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
記
す
理
由
は
、
本
書
の
読
後
感
と
し
て
、
近
代
山
口
県
が
有

す
る
「
特
権
性
」
を
強
く
感
じ
る
た
め
で
あ
る
。
近
代
山
口
県
の
「
異
質
性
」
と
換

言
し
て
も
よ
い
。
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
笠
井
と
豊
永
の
功
績
に
異
論
を
挟
む
つ
も

り
は
全
く
な
く
、
山
口
県
の
企
業
勃
興
に
お
い
て
旧
武
士
層
が
果
た
し
た
役
割
は
本

書
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
と
お
り
、
近
代
の
山
口
県
は
多
数
の
傑
出

し
た
有
力
政
治
家
を
輩
出
し
、
藩
閥
政
治
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
故
に
山
口

県
の
旧
武
士
層
は
井
上
馨
や
品
川
弥
二
郎
な
ど
重
要
人
物
と
ア
ク
セ
ス
で
き
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
最
新
の
情
報
を
活
用
で
き
た
。
笠
井
と
豊
永
に
お
い
て
も
、
重
要
な

場
面
で
そ
う
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
は
本
書
に
明
ら
か
で
あ
る
。

逆
に
、
そ
う
し
た
「
特
権
性
」
を
持
た
な
い
（
む
し
ろ
通
常
の
）
場
合
、
果
た
し
て
、

本
書
と
同
様
の
結
論
は
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
著
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
著
者
が
述
べ
る
よ
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う
に
「
地
域
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
企
業
家
に
関
す
る
個
別
事

例
の
積
み
上
げ
」（
五
頁
）
が
必
要
で
あ
り
、
歴
史
の
普
遍
性
と
特
殊
性
を
論
じ
る
に

は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
に
よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

第
三
に
豊
永
は
明
治
三
一
年
頃
に
お
い
て
八
社
の
企
業
経
営
に
関
与
し
た
と
さ
れ

る
（
一
五
四
〜
一
五
五
頁
、
注
五
）。
そ
の
う
ち
五
社
は
山
口
県
に
関
係
す
る
が
、
残

る
三
社
は
京
都
府
の
会
社
で
あ
る
。
京
都
で
の
企
業
家
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情

が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
上
記
八
社
の
活
動
に
お
い
て
、
例
え
ば
鈴
木
恒
夫
・
小
早

川
洋
一
・
和
田
一
夫
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
』（
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
九
）
が
提
唱
す
る
よ
う
な
「
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
形
成
さ
れ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
特
徴

を
も
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
の
か
？
後
者
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が

考
え
ら
れ
る
の
か
。
豊
永
の
企
業
家
活
動
を
考
え
る
う
え
で
と
て
も
興
味
深
く
、
知

り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四　

お
わ
り
に

最
後
に
拙
い
要
約
、
指
摘
と
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。
し
か
し
、
本
書
が

士
族
授
産
、
企
業
勃
興
、
笠
井
順
八
、
豊
永
長
吉
、
山
口
県
地
域
史
な
ど
の
研
究
に

お
い
て
、
今
後
、
必
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
書
で
あ
る
こ
と
に
何
ら
揺
る
ぎ
は
な
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
「
高
校
の
教
員
と
大
学
院
生
と
い
う
二
足
の
草
鞋
を
履
く
」（
あ
と

が
き
）
と
い
う
、
き
わ
め
て
多
忙
な
環
境
下
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
。

著
者
の
長
年
の
熱
意
と
継
続
力
、
そ
し
て
、
そ
の
実
直
な
お
人
柄
に
裏
付
け
さ
れ

た
研
究
活
動
に
心
か
ら
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
四
年
、
三
三
八
頁
、
六
、六
〇
〇
円
〔
税
込
〕）




